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◎本日の出席状況

出席：31 名（28 名）中 16 名　57.14％

欠席：伊東・草野・三須・佐々木・大原・平山・守屋・松本・鈴木（恭）・織戸・斉藤（英）・輪湖

（遠田・柴田・相澤）各会員

◎ゲストスピカー

財団統括委員会・財団資金推進管理委員会　大野雅章様　（千葉 RC）

テーマ：ロータリー財団の寄付について

◎メークアップ

　10 ／ 19 分　長野～ 11 ／３～船橋市　　11 ／２分　三須～米山Ｅクラブ

　11 ／９分　佐々木・鈴木（恭）・草野・大原～理事会

Ｒ財団について卓話：大野雅章様 藤代会員三つのお祝い
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山﨑会長

　11 月はロータリー財団月間です、本日は地区Ｒ財団資金・推進委員の大野雅章様（千葉 RC）をお招きし

て「ロータリー財団と寄付」に付きまして卓話をして頂きます。

　船橋東クラブでは、第一例会で会員が寄付金を積み立てて、毎年 10 万円を一口として財団・米山・希望の

風へ寄付活動を続けています。

　今日の卓話により財団寄付金の使途や活動を理解して、今後も多くの会員が取り組めるよう期待していま

す。

瀧幹事

１．クラブ細則一部改正案について

　　11 月２日の定例理事会で決定いたしましたクラブ細則第 12 条「会員選挙の方法」第７条「名誉会員の

選定条件について」の改正案をお配りいたします。

　　クラブ細則 15 条「改正」の項により 12 月 14 日（木）の例会にてお諮りいたします。よろしくお願いい

たします。

２．地区大会登録者名簿を回覧します。

　　・大会１日目：2018 年２月 24 日（土）会長幹事・地区役員・ガバナー補佐

　　　　　　　　　場所：ホテル・ザマンハッタン　登録開始：12：30　点鐘：13：30

　　・大会２日目：２月 25 日（日）

　　　　　　　　　場所：ホテルニューオータニ幕張

　　　　　　　　　登録開始：８：30　点鐘：９：30

　　入会５年未満の会員は義務出席です。皆様全員の出席をお願いいたします。

　　WEB 登録：11 月１日～ 12 月 22 日迄

３．11 月３日（祝）当クラブは船橋市市政功労賞：善行賞を、山口習明会員は船橋市政功労賞を受賞しまし

た。

◎各委員会報告

　３つのお祝い

会 長 挨 拶

幹 事 報 告



　　　本日の卓話

 地区ロータリー財団委員会　財団資金・推進管理委員会　大 野 雅 章  様　

陰　私は地区ロータリー財団委員会　財団資金・推進管理委員会の大野雅章と申します。所属クラブは千葉

です。どうぞよろしくお願い致します。

　　本日はこのような機会をいただき皆様の前でロータリー財団についてお話させていただける事に感謝申

し上げます。また、日頃はロータリー財団に格別のご支援を賜りこの場をお借りしてお礼申し上げます。

隠　本日はロータリー財団と寄付の現状について少しお話をさせていただきます。

韻　その前にロータリーの基本理念を確認しましょう。マイロータリーを見ますとこうあります。

　　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにあります。

　　こちらの４点にまとめられています。

　　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

　　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会

としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること

　　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を

実践すること

　　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進す

ること

吋　この目的を実現するため私たちは５大奉仕プロジェクトを行っています。これらの奉仕プロジェクトを

皆様からの寄付を基に財政的にサポートしているのがロータリー財団です。

右　そして、ロータリー財団の使命は、ロータリアンが　健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を

救済することを通じて世界理解、親善、平和を達成できるようにすることです。

宇　ロータリー財団は、皆さまからのご寄付を世界各地での奉仕活動に役立てています。

　　創立以来 100 年間、私たちの財団は、教育の支援や持続可能な成果を生み出すプロジェクトに総額 30

億ドルの資金を提供してきました。ご寄付の 90％以上が、奉仕プロジェクトに直接生かされます。世界に

35,000 あるクラブは、発展途上国にきれいな水をもたらし、平和活動に携わる人材を育成するなど、世界

中で持続可能な影響をもたらしています。

　　ポリオ撲滅活動においても、予防接種活動を通じて発症数を世界で 99.9％減少させてきました。

　　皆さまからのご寄付は、こうした活動に大切に活用されています。

烏　ロータリー財団の歴史を振り返ってみましょう。

　　アーチ・クランフは、ロータリーの恒久的な基金というビジョンの実現に尽力したことから、「財団の

父」と呼ばれています。

　　1917 年のアトランタ大会で、クランフは次のように述べています。

　　「諸々の社会奉仕を今まで通りに実行していくには、慈善（じぜん）・教育・そのほかの社会奉仕の分野

において世界でよいことをするための基金を作るのが、極めて適切であると思われる」

　　後にこのビジョンを土台として誕生したのがロータリー財団です。彼の「世界でよいことをする」とい

う言葉が、財団の標語となりました。

羽　1917 年のアトランタ大会に集まった代議員は、クランフのビジョンに賛同し、基金を設立するべくロー

タリー定款を改正することを決めました。



迂　同じく 1917 年、アトランタ大会でのクランフの提案に応えるかたちで、米国ミズーリ州のカンザスシ

ティ・ロータリークラブから、最初の寄付 26 ドル 50 セントが基金に寄せられました。

　　しかし、その後ほぼ 10 年間、この基金が大々的に知られることはなく、寄せられた寄付もごくわずかで

した。

雨　1927 年、ロータリーのリーダーは基金への関心を高め、その翌年、ロータリー大会の代議員によって、

この基金はロータリー財団という名称に正式に変更されました。

　　アーチ・クランフは

　　　「この基金を人びとに知られぬままにさせてはならないと、私たちは強く感じています。

　　　一人ひとり、すべてのロータリアンがこのことを十分かつ正確に理解できれば、たとえ合計額が極め

て少ないものであったとしても、この基金を支えようと皆が思うようになるでしょう」

　　と語っています。

卯　1930 年、財団は初の補助金を国際身体障害児協会に授与しました。

　　この身体障害児協会は、ロータリアンのエドガー・アレンが 1919 年に創設したもので、ロータリー創設

者のポール・ハリスは同協会の理事を務めていました。

　　この写真は 1922 年に同協会の創立会員を撮影したものです。前列の左から３番目にいるのがエドガー・

アレンで、その右側にいるのがポール・ハリスです。

鵜　寄付額は、ポール・ハリスが病との闘いの末に没した 1947 年に増加し始めました。ロータリーは、彼を

追悼するのであれば、財団に寄付すべきだとのハリスの言葉に応え、ハリス死去の知らせが広がったあと

にロータリー本部に寄せられた多額の寄付を管理するための特別基金を設置しました。

窺　財団創設後の 30 年間において、財団の資産は少しずつ成長するのみでした。実際、1917 年から 1947 －

48 年度の末にかけて、財団が受領した寄付は合計でもわずか 200 万ドルほどでした。

　　ポール・ハリスの逝去をきっかけに今日、財団の資産は 10 億ドル以上に成長しています。

丑　次にロータリー財団への寄付の種類について簡単にご説明させていただきます。

　ロータリー財団への寄付は大きく分けると年次基金、ポリオプラス、恒久基金、その他基金に　分かれま

す。

碓　中でも年次基金には毎年ご寄付をいただく必要がございます。年次基金寄付は、ロータリー財団への寄

付の基盤です。地区補助金プログラムの主な資金源等になります。

　　当地区では今年度会員１人当たり 150 ドルを目標に寄付をお願いしています。

臼　年次基金が今日の財団プログラムを支える一方、恒久基金は明日の財団プログラムを確かなものとする

ために、元金には手をつけず投資収益のみを使います。

　　これにより、世代を超えて大勢の人々を支援し、希望を分かち合うことができるのです。

渦　ポリオ（急性灰白髄炎（きゅうせいかいはくずいえん）いわゆる小児麻痺）は、身体麻痺の後遺症をも

たらし、時として命さえも奪う伝染病です。

　　この基金は、ポリオを世界から撲滅するという目標を達成するために利用されます。治療法のないポリ

オに対する最善の対策は予防です。

　　ロータリアンはこれまで、122 カ国、20 億人以上の子どもたちへのポリオ予防接種を支援してきました。

わずか 60 円ほどのワクチンで、一人の子どもを生涯ポリオから守ることができます。

　　ポリオウィルスは１型２型３型があり、２型は 2015 年に撲滅、３型は 2012 年以降発症がありません。

残るは１型のみになりました。今、あと少しでポリオを撲滅できるところまできています。

　　しかし、撲滅を完全に成し遂げるには、皆さまからの支援が欠かせません。



嘘　ロータリーは、1979 年にフィリピンの子どもたちにポリオ予防接種をはじめて以来、パートナー団体と

ともに懸命に活動を続け、全世界でポリオの発症数を 99.9 パーセント減らすことに成功しました。

　　ポリオウィルスは１型２型３型があり、２型は 2015 年に撲滅、３型は 2012 年以降発症がありません。

　　残るは１型のみになりました。今、あと少しでポリオを撲滅できるところまできています。

　　しかし、撲滅を完全に成し遂げるには、皆さまからの支援が欠かせません。

　　この表は 2017 年１月１日～ 10 月 28 日までの野生株によるポリオ症例数です。パキスタンで５例、アフ

ガニスタンで７例というところまできました。

　　残念な事に、昨年ポリオ常在国から外れたナイジェリアで新たに４件のポリオ発症が確認され、再び常

在国に指定されました。

　　完全に撲滅するまでさらなる資金が必要です。

唄　ポリオプラスは、国際ロータリーの特別プログラムであり、撲滅の認定が達成されるまでは、ほかのす

べてのプログラムに対して優先されるプログラムです。

　　ポリオ撲滅のための基金「ポリオプラス」へは毎年１人当たり 30 ドルの寄付をお願いします。

欝　地区財団活動資金のお金の流れを簡単にご紹介します。

　３年前の年次基金寄付総額は 319,453 ドルが活動資金の主な原資となります。

　　㋐　319,453 ドル× 50％＝ 159,72 ドルを地区財団活動資金と国際財団活動資金に分配します。

　　㋑　前年度の恒久基金の収益の 50％＝ 28,843 ドル

　　㋒　前年度の繰越金 72,268 ドル　㋐～㋒の合計 260,838 ドルが地区財団活動資金となります。

　　その資金を地区補助金へ 94,285 ドル、グローバル補助金へ 65,000 ドル、ポリオプラス、Ｒ平和センター

へ 25,000 ずつ、予備費として 51,553 ドル配分しました。

蔚　今年度の地区補助金の申請状況について少しご紹介致します。

　　地区補助金の申請数は年々増加傾向にあり、今年度は 33 件でした。

　　社会奉仕件 28 件

　　国際奉仕件  ５件　となっています。

鰻　一昨年度グローバル補助金が６つの重点分野へどう使われたか表で見てみましょう。

姥　この地区補助金の原資は先ほどもご説明しましたシェアシステムにより地区に戻った地区財団活動資金

より拠出しております。これこそ分け合うという意味を持ったシェアから来ている「シェアシステム」の

特徴です。

　　シェアという言葉の意味は「分け前」や「取り分」といった意味がある反面「負担」や「出し分」といっ

た意味をも持っています。地区補助金やグローバル補助金の原資はみんなで出し合い負担しあっているの

です。

厩　次に出し合う寄付金の現状についてご説明していきます。

　　この地図は日本国内の地区の区割り図です。国内の地区の数は 34 地区です。次に 34 地区の寄付の状況

を見ていきましょう

浦　この表は財団室 NEWS ８月号より抜粋した国内 34 地区の 2016 － 17 年度の寄付実績です。これでは見

えにくいのでこの赤く囲った部分を拡大してみましょう。

瓜　真ん中が当地区です。昨年度当地区の年次基金寄付総額は 341,934.34 ドルでした。また、会員１人当た

りは 125.16 ドルでした。地区ごとに会員数が違います。寄付総額ではなく１人当たりの寄付額で比べてみ

ましょう。

閏　日本国内の地区別寄付状況を会員１人当たりの寄付金額順で並び替えてみますと 34 地区中 25 番目とな

ります。



噂　関東エリアの地区の会員１人当たりの寄付実績を見てみましょう。

云　過去５年間の実績値を見てみましょう。みなさんもうおわかりのことと思いますが当地区は断トツの最

下位です。このままでよいのでしょうか？

運　地区の寄付の状況は地区ホームページで確認できます。

雲　地区の寄付実績 2016 － 17 年度

　　　年次基金寄付総額　　　　　341,934.34 ドル

　　　１人当たりの寄付　　　　　　   125.15 ドル

　　　日本全国の平均　　　　　　　   151.09 ドル

　　　地区目標 150 ドル以上は　　　　　  24 クラブ（59 クラブ未達成）

　　　最も多いクラブ１人当たり　　　511.11 ドル

　　　最も少ないクラブ１人当たり　　   8.74 ドル

荏　地区全体の寄付実績を年度別に少し抜粋してみました。

　　注目するところは「寄付ゼロクラブ」です。２、７、14、１、０、０ となっています。

　　一昨年度より念願の寄付ゼロクラブがゼロとなりました。

　　昨年度日本国内から寄付ゼロクラブをなくす事ができました。

　　日本国内クラブ数 2,260 クラブ（2017 年６月末）

　　１／ 2,260 にならないようくれぐれもお願い致します。

餌　３年後の地区の社会奉仕、国際奉仕活動の活性化のために寄付ゼロは勿論、１人当たり 150 ドル以上の

ご寄付のご協力をくれぐれもお願い致します。

　　また年次基金寄付への寄付が０となると他の基金への寄付があったとしても統計処理上寄付０クラブと

なってしまいます。

　　必ず年次基金寄付への寄付をお願いします。

叡　寄付分類の欄の年次基金寄付への丸印をお忘れないようお願いいたします。

営　財団の寄付者に対する最初の認証は、ポール・ハリス・フェローです。1,000 ドル以上を寄付された方々

を認証するものです。

　　寄付者は、さらに追加で 1,000 ドルを寄付するごとに、「マルチプル・ポール・ハリス・フェロー」とし

て認証されます。さらに累積寄付の合計が 10,000 ドルに達した方を対象とする、メジャードナーとして認

証されます。

　　ポール・ハリス・フェローとなった方々には、ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）に入会される方も

大勢います。PHS は、年次基金、ポリオプラス、財団が承認したグローバル補助金に毎年 1,000 ドルを

寄付する会員や財団支援者にご入会いただけます。また恒久基金に 1,000 ドル以上を現金で寄付された方

は、ベネファクターとして認証されます。

　　そのほかにもクラブの認証制度もございます。

嬰　ポール・ハリス・ソサエティ会員には、その貢献を称えるための特別な襟ピンが贈られます。

　　当地区では PHS 会員の拡大に今後力を入れていきます。毎年 1,000 ドル以上をご寄付いただく事をお約

束いただくことでご入会いただけます。

影　ロータリーカードをご存知でしょうか？

　　オリコのロータリーカードをお申込みいただきクレジットカードとして使用するだけで支払額の 0.3

パーセントが自動的にロータリー財団に寄付されます。

　　シルバーカードは年会費無料またゴールドカードは年会費１万円がかかりますが、年会費のうち 3000 円

が自動的に財団へ寄付されます。



　　またカード利用 1000 円に１スマイルのポイントがたまり、たまったポイントは 1000 スマイル年次基金

寄付 5000 円に交換することもできます。

　　この寄付は個人の年次基金寄付実績に加算されます。

　　皆様のお買い物や公共料金の支払いをロータリーカードで行うだけで自動的に寄付ができてしまう優れ

ものです。ぜひご加入ください。

映　またビジネスカードもございます。

　　１法人最大 20 枚年会費１枚 3000 円

　　カード別の明細書が発行されますので個人別の経費のチェックが可能です。

　　財団への寄付は利用額の 0.5％、年会費のうち 1500 円が自動的に寄付されます。

曳　26 ドル 50 セントの最初の寄付が行われて以来、財団の資産は約 10 億ドルにまで成長し、これまでに 30

億ドルもの資金が人道支援などに使われてきました。

　　また、25 億人の子どもにポリオ予防接種を行い、野生ポリオウイルスによる発症数は 99.9％減少という

ところまできました。

　　これまでに 900 人以上のフェローが平和センターで研究を行い、紛争解決、戦後処理、平和推進のスキ

ルを習得しています。

　　何十万人もの人びとに、きれいな水へのアクセス、医療と保健、教育の機会を提供しています。

栄　自分だけでなく、人のためによいことをする喜びのために私たちは生きるべきですとアーチ・クランフ

は言っています。

永 　「世界で良いことをしよう」その一歩は年次基金への寄付から始まります。

　　ご清聴ありがとうございました。

　

・財団資金・推進管理委員会大野雅章様、卓話ありがとうございます。千葉青年会議所では大変お世話にな

りました。 長野　春信

・大野さん、本日はわざわざ当クラブに来ていただき財団の卓話ありがとうございました。千葉 RC の田中

前会長とは会計士の知り合いです。 岡田　敏男

・大野雅章地区委員、ロータリー財団の歴史、寄付の意味、活動内容の詳しい卓話ありがとうございました。

  山口　習明

・大野様、わかりやすい丁寧な卓話ありがとうございました。真面目なお人柄が伝わってきました。

  山本　宏子

・Ｒ財団大野様、本日はパワーポイントを使っての分かりやすい卓話ありがとうございました。 水庫　直子

・地区財団委員会財団資金推進管理委員会、大野様本日は財団寄付の卓話ありがとうございました。

  山﨑　新一

・大野雅章様、本日はご訪問ありがとうございました。寄付が奉仕活動に役立っていることが良くわかりま

した。 鈴木　隆男

・大野様ようこそ初東ロータリーへ、最初に言われた私でも簡単に解る財団“と言うことでお話しを聞きま

したら、私にも簡単に解りました。 度会　一也

・大野様、大変貴重なお話ありがとうございました。 三浦　時子



今 週 の ニ コ ニ コ BOX 11 月９日　21,000 円 累計　434,000 円

・先日の 11 月３日、船橋市市政 80 周年市政功労賞に当クラブは山口会員とともに善行功労賞を受賞しまし

た。ありがとうございました。 長野　春信

・11 月３日の日に、船橋市より善行賞の表彰をもらいました。船橋東ロータリークラブのお蔭と感謝申し上

　げます。 山口　習明

・たくさんのお祝いを頂きありがとうございました。 藤代　清七郎

・竹の子掘りについて、来年４月 28 日（土）に予定させていただくことになりました。ご予定ください。

  斉藤　守

お願い　例会を休む場合は２日前まで必ず事務局に連絡してください。

次回予定

　ガバナー補佐訪問

　三つのお祝い　会員スピーチ

11月16日（木）　ガバナー補佐訪問

　　23日（木・祝）　勤労感謝の日

　　30日（木）

12月７日（木）　三つのお祝い・会員スピーチ

　　　　　　　理事会

　　12日（火）　第2分区第3回会長幹事会

　　14日（木）　クラブ年次総会

週報今週の担当　　　山　本

11・12 月のプログラム


